
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

備　考

総事業費
31,905,500

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

十津川村衛生センターごみ処理施設整備補修工事

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

十津川村衛生センターご
み処理施設整備補修工事

十津川村 30,000,000 30,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業の概要
当事業により機器全体の延命化や公害の暴露防止など安全な運転管理を図ること
ができる。

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 十津川村

交付金事業実施場所 十津川村大字高滝



交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

施設の稼働
率

稼働日数÷
稼働すべき
日数×100

100.0

評価年度の設定理由

事業期間の設定理由

成果実績 ％

目標値 ％ 100.0

達成度 100.0%

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

事業実施により、確実に施設が稼働できるようになった。

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

【交付金事業に関係する主要政策・施策】
　第５次十津川村総合計画（平成２９年度～令和８年度）
「心身再生の郷」を目指す方向性と定め、恵まれた自然環境の中で、人間らしい
生き方を求めて、本物の自然や文化との触れ合いを通じ、村民や客人との深い交
流ができる人本位の郷づくりをめざします。
　むらづくりの分野別方針
『安心・安全な生活環境・基盤の充実』道路等の整備による生活基盤の強化
【目標】
　施設が故障により稼動出来ない日を無くす（完全実施）
（現状）
　稼動すべき日数  １７７日（令和５年２月２８日時点）
　目標　稼働率１００％

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



1,003

達成度 97% 96% 88%

活動実績 ｔ 1,044 1,003 880

活動見込 ｔ 1,075 1,044

28,030,200 26,810,300 31,905,500

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度

施設の年間処理量

交付金事業の総事業
費等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

総事業費

うち経済産業省分 24,400,000 23,611,000 30,000,000

交付金充当額 24,400,000 23,611,000 30,000,000

うち文部科学省分

交付金事業の評価課室 十津川村役場　財政課

焼却炉の整備 指名競争入札
近畿工業株式会社
代表取締役　田中恒良

31,905,500

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の担当課室 十津川村衛生センター


